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１【提出理由】
　当社及び当社グループの財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に著しい影響を与える事象が発生しました

ので、金融商品取引法第24条の５第４項並びに企業内容等の開示に関する内閣府令第19条第２項第12号及び第19号の規定

に基づき本報告書を提出するものであります。

 

２【報告内容】
(1)　当該事象の発生年月日

　平成24年11月30日（決算日）

　
(2)　当該事象の内容

当社グループの派遣従業員、契約社員及びアルバイトのうち、一部の者の給与所得について適用する税額欄が誤ってお

り、徴収漏れが発生しているのと指摘を所轄税務署より受けました。税務署の指摘に従い、当社グループで平成20年１月か

ら平成24年７月までの源泉徴収額について徴収不足額を算出したところ、当社で22,036千円、当社連結子会社である株式

会社エスプールヒューマンソリューションズで20,131千円となり、税務署と協議の上、平成24年12月５日に全額修正納付

したものであります。

　本来源泉所得税は被雇用者が負担するものでありますが、対象者の多くが既に退職しており、また、一部に合理的な見積

計算が含まれていて対象者ごとの徴収不足額の算出が困難であるため、回収することができません。従いまして、修正納付

額の全額を平成24年11月期の特別損失として計上する予定です。

　
(3)　当該事象の損益及び連結損益に与える影響

①個別損益に与える影響

　平成24年11月期の個別決算において、特別損失として22,036千円を計上する見込みであります。

②連結損益に与える影響

　平成24年11月期の連結決算において、特別損失として42,167千円を計上する見込みであります。

 

 以　上
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